
まえがき∵　また，Cr 量を低くした鋼材の高濃度浸炭処理では，通常の浸炭温度域である 900 ～ 930℃で炭化物が生成，成
長しないようにすることが容易である。このため，微細
分散させるための繰返し熱処理が不必要になるなどの製
造上の利点もある。

2．実験方法

　供試材として，表1に示すA～Cの3種類の鋼を用い
た。高濃度浸炭処理で析出させる炭化物に分配される量
を考慮して，Cr量は通常の肌焼鋼より高い1.4％にした。
Si は炭化物の球状化を促進する働き5）および軟化抵抗性
を向上する効果 2）があるので，浸炭性を阻害しない範囲



時の雰囲気は炭化物の面積率がおおよそ 10％になるよ






